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紙面から
7月の出来事

●時　事
　  1日  経産省、悪質業者名をHPで公表
　  5日  郵政民営化法案、衆院で可決
　  7日  ロンドン中心部で同時爆破テロ

●山梨県中央会ニュース
13日  女性部会通常総会
20～21日  関東甲信越静ブロック会長
　             会議（栃木）
　    25日  中央会正副会長会議
29～31日  光のピュシス「甲府城夏祭り」

7月の予定
　30日  組合実務講習会

2面  会社法成立/会長暑中見舞い/息吹
3面  景況情報/情報連絡員の業界の声
　　 共済アラカルト
4面  アクティブ kumiai
5面  委員会詳細情報
6面  労改連
　　 組合Q&A/Hello!組合事務局
7面  MEET THE理事長/Study room
　　 全国大会
8面  情報連絡委嘱式/女性部大会・県総会
　　 ジョブサポートだより

委嘱状の交付

委員会に先立つ委嘱式

　
第
五
七
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
が
、来
る
九
月
十
五
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、山
梨
県
中
央
会
の
提
出
原
案
を
決
定
す
る
た
め
、工
業
、商
業
、労
働
、環
境
、組
織
、金
融
、税
制
、

総
合
政
策
の
八
委
員
会
を
六
月
二
十
九
日
に
集
中
開
催
し
た
。

　
今
年
度
は
各
委
員
会
の
開
催
に
先
立
ち
、任
期
満
了
に
伴
う
新
委
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、宮
川
会
長

か
ら
委
員
一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
今
年
の
全
国
大
会
は
例
年
よ
り
早
め

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
提
出
原
案

は
直
接
に
全
国
中
央
会
へ
送
付
す
る
た

め
、
同
日
で
各
委
員
会
と
総
合
政
策
委

員
会
を
開
催
し
山
梨
県
の
原
案
を
決
定

し
た
。

　
総
合
政
策
委
員
会
で
は
各
委
員
会
か

ら
の
原
案
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

総
合
的
な
要
望
事
項
と
し
て﹁
景
気
対
策

の
充
実
強
化
﹂を
提
案
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
で
は
予
算
編
成
に

臨
み
従
来
の
歳
出
削
減
路
線
を
堅
持
、維

持
す
る
中
で
、輸
出
関
連
を
中
心
と
す
る

大
企
業
で
は
景
気
回
復
が
進
行
し
て
い

る
が
、内
需
関
連
産
業
の
多
い
地
域
の
中

小
企
業
に
お
い
て
は
格
差
が
進
み
景
況

感
は
ま
ち
ま
ち
の
状
況
で
あ
り
、こ
れ
ら

の
中
小
企
業
が
景
気
回
復
を
実
感
で
き

る
よ
う
内
需
拡
大
に
つ
な
が
る
積
極
的

な
景
気
対
策
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
各
委
員
会
か
ら
の
提
出
原
案

は
以
下
の
と
お
り
。

●
工
業
委
員
会

1.

中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
の
弾

力
的
運
用
と
支
援
策
の
強
化

2.

官
公
需
発
注
権
の
地
方
へ
の
委
譲
に

つ
い
て

●
商
業
委
員
会

1.

商
業
集
積
の
活
性
化
と
個
店
対
策
の

強
化

●
労
働
委
員
会

1.

早
期
に
実
効
性
の
あ
る
少
子
化
対
策

を
講
じ
る
こ
と

2.

外
国
人
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
は
厚

生
年
金
保
険
の
適
用
を
除
外
す
る
こ

と
3.

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
伴

い
、中
小
企
業
が
六
十
五
才
ま
で
の

雇
用
を
実
現
す
る
た
め
の
対
策
を
講

ず
る
こ
と
。

●
環
境
委
員
会

1.

廃
棄
物
処
理
施
設
の
適
正
設
置
の
円

滑
化

●
組
織
委
員
会

1.

中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
予
算
と
中

央
会
指
導
体
制
の
充
実
、強
化

●
金
融
委
員
会

1.

中
小
企
業
金
融
対
策
の
充
実

2.

高
度
化
事
業
の
貸
付
け
条
件
等
の
緩
和

●
税
制
委
員
会

1.

消
費
税
の
制
度
改
正
に
つ
い
て

2.

特
別
償
却
又
は
税
額
控
除
の
対
象
資

産
の
拡
大

　
ま
た
、
委
員
会
活
動
の
積
極
的
な
運

営
を
図
る
た
め
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

も
協
議
さ
れ
、
工
業
委
員
会
で
は
﹁
新
事

業
活
動
促
進
法
﹂
な
ど
制
度
の
説
明
会

を
行
っ
て
い
く
。
商
業
委
員
会
で
は
県

内
商
業
施
設
の
視
察
研
修
を
実
施
す
る
。

労
働
委
員
会
で
は
定
期
的
な
勉
強
会
を

随
時
開
催
し
て
い
く
。金
融
委
員
会
で
は

企
業
経
営
、財
務
体
質
強
化
に
つ
な
が
る

講
習
会
を
開
催
す
る
。税
制
委
員
会
で
は

税
制
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
行
う
こ

と
等
が
決
定
さ
れ
た
。

︻
委
員
会
詳
細
情
報
　
五
面
︼

税
制
委
員
会



息
吹
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明
確
な
意
志
決
定
を
　



外
国
人
か
ら
見
る
と
日
本
人
の
意
志
決
定
は
曖
昧
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
組
合
の
理
事
会
や
総
会
な
ど
に
限
ら
ず
、
地
域
の
自
治
会
の
集
ま
り
や
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合

な
ど
で
も
、
何
が
ど
う
決
ま
っ
た
の
か
が
曖
昧
な
ま
ま
会
議
が
終
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

会
議
を
取
り
巻
く
諸
般
の
事
情
を
理
解
し
な
い
で
、
あ
る
い
は
代
理
で
初
め
て
出
席
し
た
場
合
な

ど
、会
議
の
目
的
さ
え
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
会
議
の
議
論
の
過
程
で
よ
く
聞
く
﹁
検
討
す
る
﹂
と
い
う
言
葉
は
、﹁
検
討
す
る
と
い
う

作
業
﹂
を
指
す
の
で
は
な
く
、﹁
後
で
再
検
討
は
す
る
け
れ
ど
一
応
は
原
案
の
ま
ま
承
認
し
て
お
い

て
く
れ
﹂
と
﹁
一
応
は
検
討
し
て
み
る
け
れ
ど
基
本
的
に
は
ダ
メ
だ
よ
﹂
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
そ

の
場
の
状
況
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
出
席
者
は
話
し
合
い
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
理
解
し
て
、そ
の
ど
ち
ら
な
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
﹁
そ
の
場
の
雰
囲
気
﹂
と
い
う
日
本
的
な
了
解
行
為
と
し
て
会
議
が
運
営
さ
れ
る
場
合

が
多
く
、
外
国
人
だ
け
で
な
く
日
本
人
で
あ
る
我
々
で
さ
え
も
、
し
ば
し
意
志
決
定
の
結
果
が
わ
か

ら
な
い
場
合
に
直
面
す
る
。

　
組
合
の
理
事
会
や
総
会
で
も
明
確
な
議
決
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、﹁
拍
手
を
も
っ
て
ご

承
認
を
︰
︰
﹂
と
い
う
言
葉
で
議
事
が
進
行
さ
れ
る
。
し
か
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
中
で
組

合
員
の
利
害
が
錯
綜
し
、
組

合
運
営
も
非
常
に
難
し
く
な

っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、﹁
賛

成
の
方
は
挙
手
を
︰
︰
賛
成

多
数
に
よ
り
決
定
し
ま
す
﹂

と
い
う
形
で
意
志
決
定
を
明

確
に
す
る
作
業
が
重
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
盛
夏
の
候
、暑
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
。

　
平
素
は
、中
央
会
活
動
に
ご
支
援
、ご
協
力
、ご
参
加
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、輸
出
関
連
を
中
心
と
す
る
大
企
業
で
は
景
気
回
復
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、我
々
地
域
の
中
小

企
業
に
と
っ
て
、景
気
回
復
は
ま
だ
ま
だ
実
感
で
き
る
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
様
な
厳
し
い
時
代
に
お
い
て
こ
そ
、
中
小
企
業
等
組
合
を
活
用
し
た
将
来
展
望
の
開
拓
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
十
一
月
九
日
私
ど
も
中
央
会
は
、
五
〇
年
の
筋
目
を
迎
え
ま
す
。
中
央
会
と

致
し
ま
し
て
は
、
五
〇
周
年
を
契
機
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
皆
様

方
と
一
層
の
連
携
を
深
め
、ま
た
、中
小
企
業
が
、知
恵
と
勇
気
で

活
力
を
出
せ
復
活
と
発
展
が
遂
げ
ら
れ
、皆
様
の
信
頼
に
足
る
成

果
が
上
が
る
よ
う
奮
闘
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
　
宮

川

睦

武

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
法
」成
立
す
る

社
法
」成
立
す
る

「
会
社

「
会
社社
法
」成
立
す
る

「
会

 

　
六
月
二
十
九
日
、参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、「
会
社
法
」が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
、成
立
し
た
。

　
同
法
は
、会
社
に
係
る
各
種
の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、体
系

的
か
つ
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、新
た
な
法
典
と
し
て
創
設
さ
れ

た
も
の
で
、中
小
企
業
及
び
中
小
会
社
に
関
係
の
深
い
項
目
と
し
て
、

①
会
社
法
制
の
現
代
語
化
、②
株
式
会
社
と
有
限
会
社
の
一
体
化
、

③
機
関
設
計
の
柔
軟
化
、④
最
低
資
本
金
規
制
の
撤
廃
、⑤
定
款
自

治
の
範
囲
の
拡
大
、等
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
同
法
の
施
行
は
、平
成
十
八
年
四
月
一
日
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
法
と
併
せ
て
、同
日「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」も
成
立
し
、会
社
法
施
行
に
伴
い
、「
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
」及
び「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
」等
の
規
定
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

株式会社法　新しい「株式会社」株式会社法　新しい「株式会社」株式会社法　新しい「株式会社」株式会社法　新しい「株式会社」

合名会社（無限責任社員のみより構成）

合資会社（無限責任社員と有限責任社員が混在）

現行の会社法体系
（商法第２編、有限会社法、商法特例法）

株式会社
（商法第２編）

なし

合名会社・合資会社の規定を一体化
（有限責任社員がいない合資会社＝合名会社）

出資者の有限責任が確保され、会社の内部関係については
組合的規律が適用される新たな会社類型（日本版ＬＬＣ）

会社数1,140,300社
（うち資本金３億円未満1,120,800社）

最低資本金規制　1,000万円

機関　取締役会必置
　　　監査役必置
　　　取締役は３人以上
　　　取締役の任期は２年
　　　監査役の任期は４年

株主の責任　有限責任
　（会社に対し株式の引受価
　　額を限度とする出資義務
　　を負う以外、会社の債務
　　につき責任を負わない）

その他
・社債、新株予約権等発行可
　能
・取締役会の書面決議不可
・決算公告義務あり
・会計監査人制度あり
　　　大会社（資本金５億円
　　以上又は負債総額200億
　　円以上の株式会社）は強
　　制設置、中会社（資本金
　　１億円超５億円未満かつ
　　負債総額200億円未満の
　　株式会社）は任意設置
・議決権等特段の定めは置け
　ない
　　　　　　　　　　　　等

有限会社
（有限会社法）

会社数1,847,900社

最低資本金規制　300万円

機関　取締役会なし
　　　監査役なし
　　　取締役は１人以上
　　　取締役の任期なし
　　　監査役の任期なし

社員の責任　有限責任

その他
・社債、新株予約権等発行不可
・決算公告義務なし
・会計監査人制度なし
・持分の譲渡には総会の承認
　必要
・議決権等特段の定めを定款
　に置くことが可能
　　　　　　　　　　　　等

商法から「新会社法」へ

統合

株主の責任　有限責任

その他
・社債、新株予約権等発行
　可能
・取締役会の書面決議可能
・決算公告義務あり
・株式譲渡制限会社にあっ
　ては、議決権等特段の定
　めを置ける

新設

規定の統合

機関設計の例
　① 総会＋取締役会＋監査役
　② 総会＋取締役会＋会計参与
　③ 総会＋取締役会＋監査役＋会計参与
　④ 総会＋取締役
　⑤ 総会＋取締役＋監査役
　⑥ 総会＋取締役＋会計参与

・会計監査人制度あり
　大会社は強制設置、それ
　以外の会社（資本金５億
　円未満かつ負債総額200
　億円未満の株式会社）は
　任意設置
　　　　　　　　　　　等

最低資本金規制　なし

機関　
●会計参与を活用するなどにより柔軟性のある設計可能。
特に、株式譲渡制限会社は以下の例のような自由な機
関設計を選択可能。

●取締役及び会計参与の任期は原則２年、監査役の任期
は原則４年。ただし、株式譲渡制限会社は定款により
最大10年まで延長可能。

●取締役の員数は、取締役会を置かない場合は１人以上、
置く場合は３人以上。（株式譲渡制限会社のみ取締役
会を置かない機関設計の選択が可能）

株式会社法　新しい「株式会社」

●問い合わせ先　中小企業庁 財務課　Tel.03-3501-5803　http://www.chusho.meti.go.jp/shingikai/download/050629kaishahou.pdf
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1．社内留保型 
 　（退職給与引当金を利用していた場合）

退職給与引当金は、既に廃止されています
（平成14年4月1日の事業年度より） 

税務　これまでの引当金（損金算入）を向こう10年で均等
に取り崩し益金として課税されます。これにより、
社内留保型の税制面のメリットはなくなります。

債務　退職金資金（キャッシュ）が積み立てられている訳
でないので毎年の債務（積み立て不足）が増大します。

財務　退職者が発生の都度急な資金調達が必要になるの
で企業財務を圧迫します。

中退共制度に切り替え・導入した場合   
税務　1．毎月の掛け金が全額損金算入できます。
　　　2．2つの掛け金助成が受けられます。
　　　3．中退共導入時から10年間さかのぼって掛け金を      

　 払い込むことにより全額損金算入できます。

　　　4．運用益は、非課税です。
　　　5．積み立て資産は、非課税です。

債務　退職金規定によりますが掛金を拠出した時点で、企
業の債務はありません。

財務　1．中退共に掛け金を拠出することで費用の平準化
　 及び確実資産形成が可能となります。

　　　2．中退共から退職金が支給されるので退職者が多数
　 発生しても急な資金調達はなく企業財務を圧迫し 
　 ません。

２．適格退職年金から中退共への移行

退職金制度
を考える

共 済 ア ラ カ ル ト

　調査対象の50業界のＤＩ値は、製造業においては、「業界の景況」「売上高」は悪化、「収
益状況」はやや回復、非製造業においては、「業界の景況」「収益状況」「売上高」ともやや
回復、全体としては「業界の景況」「売上高」はやや悪化、「収益状況」はやや回復した。
   原油価格高騰の直接・間接の影響が様々な業界に影響を及ぼしており、中小企業は
コストの増加分を納入・販売価格等に完全に転嫁できないため、収益幅が縮小し、経営
がますます厳しくなっている。また、企業間格差がますます拡大している。　

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ６月分）

詳しい資料請求は、山梨県中小企業団体中央会　労働課 組沢まで
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月
商
店
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同
組
合
　

　
　
　
　
　
　
　
　
副
理
事
長
　

　
副

小
俣
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︵
広
明
堂
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局
代
表
︶

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
大
月
商
店
街
協
同
組
合
は
、
Ｊ
Ｒ
大
月
駅
南
側
の
国
道
二
〇
号
線
沿
い
の
中
心
に
位
置
し
、
都
心

へ
の
直
通
列
車
の
増
便
等
に
よ
り
、
市
民
が
首
都
圏
へ
通
勤
す
る
の
が
増
加
し
、
昼
間
人
口
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
市
へ
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
等
の
大
型
店
が
進
出
し
、
購
買
力
の

流
出
が
増
加
し
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
来
街
者
の
回
復
を
目
指
す
た
め
組
合
で
は
、
カ
ー
ド
事
業
︵
Ｍ
カ
ー
ド
︶
を
導
入
し
ま
し

た
。新
た
な
客
層
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、Ｍ
カ
ー
ド
の
利
用
金
額
は
前
年
度
、
同
月
対
比
で
、
残
念
な
が
ら

微
減
で
し
た
。ま
た
、駐
車
場
の
売
上
げ
は
前
月
対
比
、横
ば
い
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
私
の
店
は
、医
薬
品
・
保
険
調
剤･

漢
方
薬
・
化
粧
品
等
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、最
近
、テ
レ
ビ
な

ど
で
健
康
に
対
す
る
情
報
番
組
が
多
く
な
り
、健
康
に
対
す
る
認
識
、他
人
任
せ
だ
っ
た
健
康
も
自

主
的
に
管
理
す
る
意
識
も
芽
生
え
、そ
れ
に
係
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健
康
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。六
月
の
売
上
げ
は
前
月
対
比
で
増
と
な
り
ま
し
た
。近
年
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の

出
店
攻
勢
に
よ
る
競
合
激
化
に
、大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
経
営

を
行
っ
て
い
て
は
、淘
汰
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
調
剤
業
務
や
薬
剤
の
情
報
提
供
な

ど
専
門
性
の
高
い
業
務
を
行
い
、お
客
様
か
ら
気
軽
に
健
康
相
談
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、お
客
様
の
満
足
度
を
高
め
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

？？
はは

　
昭
和
四
十
九
年
の
組
合
設
立
当
時
は
、
一
三
五
店
舗
が
組
合
へ
加
入
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
七

入

七
店
舗
と
半
分
近
く
減
少
し
、空
き
店
舗
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
空
き
店
舗
を
大
月
短
期
大
学
等

の
協
力
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
﹁
ひ
ろ
さ
と
村
﹂
を
昨
年
の
十
月
二
十
四
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
客
足
も
多
く
新
業
態
の
店
で
珍
ら
し
さ
か
ら
好
評
を
博
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
の

買
い
物
、
は
た
織
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
　
＆

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
で
読
書
や
喫
茶
を
充
分
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、﹁
ひ
ろ
さ
と
村
﹂
の
店
舗

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
ペ
イ
ン
ト
し
、
彩
り
を
創
造
し
ま

し
た
。
小
・
中
学
生
な
ど
か
ら
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
約
五
〇
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
作

品
一
点
を
映
画
看
板
な
ど
を
手
が
け
た
専
門
家
に

描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
描
か

れ
た
ア
ー
ト
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
か

ら
歩
道
を
歩
く
人
や
車
か
ら
も
目
を
引
き
、
ま
た

た
く
間
に
評
判
と
な
り
、
わ
ざ
わ
ざ
絵
を
目
的
に

来
店
さ
れ
る
お
客
様
も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
当

組
合
で
は
新
た
な
目
玉
と
し
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア

ー
ト
の
事
業
を
今
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま

す
。大
月
へ
お
越
し
の
際
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場﹁
ひ

ろ
さ
と
村
へ
﹂お
寄
り
下
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場「
ひ
ろ
さ
と
村
」

企業財務の観点から見た現退職金制度の問題点

中退共制度に切替えることによる様々メリット

 ご存じのように、退職金制度は大きな変革の時期を迎えています。又退職金制度は企業経営に直結する経営課題と位
置づけられており、企業経営の生命線でもあります。   
 そこで、中央会としましては、企業財務の観点から見た現退職金制度の問題点を、中退共制度に切替えることによる
メリットとしご紹介いたします。   

中退共制度

平成24年3月までに廃止と
なります

平成24年3月までは、退職金
制度を廃止することなく適格
退職年金の積み立て資産を全
額中退共に移換できます

適格退職年金制度

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、
ほ

ぼ
横
ば
い
。中
元
贈
答
用
の
増
加
に
期
待
。

砂
糖
価
格
の
上
昇
︵
一
キ
ロ
当
た
り
十

円
高
︶
と
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
包

材
の
値
上
げ
が
あ
る
が
、
製
品
価
格
が

上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
利
益
が
減
少
。
水

産
物
加
工
は
、
横
ば
い
。
原
材
料
高
の
影

響
が
あ
り
、値
上
げ
を
検
討
中
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、
天
候
不
順
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
影
響
に
よ
り
売
上
高
が

減
少
。
新
製
品
開
発
の
た
め
の
設
備
投

資
が
困
難
。
衣
服
製
造
は
、
夏
物
の
受
注

が
全
体
的
に
減
少
傾
向
で
あ
り
、
好
調

な
企
業
と
の
格
差
が
拡
大
。
よ
り
確
実

な
発
注
情
報
に
よ
り
生
産
す
る
た
め
、

短
納
期
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
対
応
が
必
要
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
国
際
パ
ル
プ
市
況

が
上
昇
・
下
降
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
年

末
に
向
け
て
再
上
昇
の
気
配
が
あ
る
。

原
油
高
騰
の
影
響
で
石
油
製
品
の
再
値

上
げ
も
予
測
さ
れ
る
。
景
況
は
悪
化
と

い
う
よ
り
低
迷
し
て
お
り
、
一
段
と
需

要
が
低
迷
し
、先
行
き
不
透
明
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
出
荷
量
は
、
前
月
同
様
民
間
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
が
順
調
に
推
移
し
た
が
、
前

年
比
微
減
。
今
後
の
建
築
物
件
が
少
な

い
た
め
、
大
幅
に
落
ち
込
み
む
と
予
測
。

砂
利
採
取
認
可
が
お
り
、
操
業
度
は
上

昇
気
配
が
濃
厚
。
し
か
し
、
二
次
製
品
な

ど
の
兼
業
者
は
、
割
安
の
他
社
の
砂
利

に
よ
る
製
造
を
行
い
、
骨
材
生
産
業
か

ら
離
脱
す
る
動
き
が
あ
る
。

●
宝
飾
品
／
消
費
の
減
少
と
地
金
価
格

の
上
昇
の
影
響
で
、
メ
ー
カ
ー
へ
の
発

注
を
見
合
わ
せ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
七
・
八
月
は
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
と
予
測
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
品

薄
に
よ
り
価
格
上
昇
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
に
よ
り
販
売
時
に
お
け
る
マ
グ
ロ

の
産
地
等
の
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

経
費
が
増
加
す
る
た
め
、
中
小
小
売
店

の
経
営
は
益
々
厳
し
く
な
る
と
予
測
。

寒
天
類
の
商
品
は
、
テ
レ
ビ
の
影
響
で

入
荷
困
難
。
牛
・
豚
・
鶏
な
ど
の
全
て
の

食
肉
の
仕
入
価
格
が
前
年
比
五
五
〜
一

五
％
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
牛
肉
の
特

定
の
部
位
は
、
一
〇
倍
以
上
価
格
の
も

の
も
あ
る
。
小
売
価
格
の
値
上
げ
に
よ

り
消
費
者
が
買
い
控
え
、
消
費
が
落
ち

込
む
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
六
月
前
半
は

元
売
価
格
値
下
げ
に
よ
り
、
一
円
程
度

販
売
価
格
を
値
下
げ
し
た
が
、
後
半
は

原
油
高
騰
と
円
安
に
よ
り
輸
入
価
格
が

上
昇
し
た
た
め
、
七
月
は
四
円
程
度
の

値
上
げ
見
込
み
で
あ
る
。
適
正
な
利
益

の
確
保
の
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
値
上

げ
が
必
要
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
、
愛

知
万
博
に
観
光
客
が
奪
わ
れ
、
業
者
間

の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
団
体

客
か
ら
家
族
へ
と
客
層
の
変
化
に
伴
い
、

宴
会
売
上
が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
客

単
価
を
下
げ
た
こ
と
に
よ
り
客
質
が
低

下
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
設
備
の
改
装
費
が
、
経
営
に
影
響
。

一
方
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

が
増
加
す
る
と
予
測
。

反
日
デ
モ
の
影
響

で
中
国
か
ら
の
観

光
客
は
減
少
し
て

い
る
が
、
台
湾
か
ら

の
予
約
が
増
加
。

●
建
設
業
／
県
内

の
民
間
建
築
物
件
を
全
国
レ
ベ
ル
の
ゼ

ネ
コ
ン
が
受
注
し
、
県
内
業
者
が
受
注

で
き
な
い
状
況
。
加
え
て
、
今
年
度
の
公

共
事
業
の
発
注
が
な
く
、
各
社
は
仕
事

量
の
確
保
が
困
難
。
型
枠
工
事
は
、
民
間

需
要
が
一
段
落
し
、
今
後
の
見
込
み
が

な
い
。
安
値
競
争
の
中
で
県
外
業
者
の

参
入
が
多
く
、
県
内
業
者
の
経
営
が
悪

化
し
、
小
規
模
の
事
業
者
の
廃
業
や
休

業
が
増
加
し
て
い
る
。
鉄
鋼
工
事
は
、
売

上
高
が
増
加
し
た
が
、
鋼
材
仕
入
価
格

の
増
加
分
を
受
注
単
価
に
上
乗
せ
で
き

た
た
め
で
あ
り
、
純
増
で
は
な
い
。
四
〜

五
月
に
か
け
て
加
工
賃
が
上
が
っ
た
が
、

受
注
確
保
の
た
め
に
六
月
か
ら
単
価
を

下
げ
る
傾
向
に
あ
り
、
企
業
間
の
二
極

化
が
進
行
。
管
工
事
は
、
工
事
量
の
減
少

に
伴
い
、
売
上
高
、
収
益
が
悪
化
し
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、
朝
昼

は
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
が
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
に
伴
い
、
夜
間
の
利
用

は
減
少
し
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
・
バ

ス
業
界
と
も
は
燃
料
調
達
コ
ス
ト
増
が

収
益
を
圧
迫
。

●
介
護
・
福
祉
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
六

月
は
季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
り
、
気
温

が
上
昇
す
る
の
で
、
在
宅
介
護
者
が
増

加
し
、
売
上
高
は
増
加
す
る
が
、
人
件
費

も
増
大
す
る
た
め
収
益
は
不
変
。
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組
合
員
間
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

ス
タ
ン
プ
フ
ェ
ア
で

　
　
　
　
　
　
販
路
拡
大

ど
う
す
る
！
ど
う
な
る
！

山
梨
の
ご
み
！

山梨県一般廃棄物団体協議会

TOPIX

TOPIX

TOPIX

山梨県印判用品卸商工業山
協同組合協

アムス韮崎ＨＰ

協同組合アムス韮崎

アムス韮崎操作実習講習会風景

　
協
同
組
合
ア
ム
ス
韮
崎
で
は
、
平
成

十
七
年
一
月
に
施
行
さ
れ
た
﹁
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
法
﹂
及
び
﹁
ｅ-

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

重
点
計
画
２
０
０
２
﹂
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
る
自
動
車
の
登
録
や
車
検
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
、
組
合

員
の
早
期
対
応
を
支
援
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
、﹁
組
合
員
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
事
業
﹂を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
組
合
員
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
事
業
は
平
成
十
五
年
度
に
企
画
さ
れ
、

パ
ソ
コ
ン
及
び
周
辺
機
器
の
導
入
を

開
始
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
度
に
は
当

事
業
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
も
あ
る
組
合
員
同
士
の
事
業
連
携
を
促

進
す
る
た
め
、会
員
の
み
が
利
用
で
き
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、自
動
車
、部
品
等
の
売
買
、整
備
情
報
の
交

換
な
ど
が
行
え
る
ほ
か
、
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
頼
ら
ず
、
電
子
文
書
等
を

会
員
に
の
み
直
接
送
付
で
き
る
通
信
機
能
も
併
せ
持
つ
。

　
自
動
車
整
備
業
界
は
こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
事
業
に
活
用

す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
が
、
国
を
挙
げ
て
の
Ｉ
Ｔ
導
入
と
活
用
促

進
、
ま
た
は
新
法
の
施
行
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
網
の
利
用
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
組
合
事
業
は
、組
合
員
の
事
業
環
境
の
変
化
に
い
ち
早
く
対

応
し
支
援
を
行
っ
た
結
果
、非
常
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の

と
い
え
る
。

　
今
年
度
は
人
材
育
成
を
テ
ー
マ
に
、パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
に
お
け
る
具
体
的
な
操
作
を
中
心
に
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

●
協
同
組
合
ア
ム
ス
韮
崎
は
、

平
成
十
三
年
四
月
、
山
梨
県

自
動
車
整
備
商
工
組
合
の
韮

崎
支
部
︵
韮
崎
市
、
旧
北
巨
摩

郡
双
葉
町
、須
玉
町
、明
野
村
︶

に
属
す
る
自
動
車
整
備
業
者

五
十
四
社
に
よ
り
設
立
、
組

合
員
の
事
業
に
要
す
る
機
器

や
消
耗
品
の
共
同
購
入
、
自

動
車
の
整
備
、
検
査
、
登
録
等

の
事
務
代
行
事
業
を
中
心
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
山
梨
県
一
般
廃
棄
物
団

体
協
議
会︵
溝
口
耕
一
会
長
︶

は
、
七
月
十
六
日
︵
土
︶
第

三
回
通
常
総
会
に
併
せ
て

研
修
会
を
実
施
し
た
。

　﹁
ど
う
す
る
！
ど
う
な
る
！

山
梨
の
ご
み
！
﹂
と
題
し

て
行
わ
れ
た
研
修
会
は
、

山
梨
県
、
笛
吹
市
の
行
政

担
当
者
と
一
般
廃
棄
物
事

業
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
形
式
で
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
ご
み

減
量
化
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

　
行
政
か
ら
、
近
年
ご
み

の
減
量
化
は
﹁
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
﹂
の
施
行
に
よ
り
大
き
く
進
歩
し

て
き
た
が
、﹁
可
燃
ご
み
﹂
が
山
梨
県
平
均
一
・
〇
㎏
／
一
日
︵
日
本
人

平
均
で
一
・
一
㎏
︶
の
排
出
が
あ
り
、
現
在
で
も
右
肩
上
が
り
の
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
単
純
に
排
出
す
る
ご
み
を
減
ら
す
事
で
は
な
く
、
排
出
さ
れ
た
ご

み
を
ど
れ
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
か
が
、
ご
み
減
量
化
に
直
結
す
る

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
身
近
な
ご
み
減
量
化
と
し
て
、
生
ゴ
ミ
の
水
分
を
十
分
に
切

る
な
ど
の
基
本
的
な
事
を
各
家
庭
で
徹
底
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。

　
一
方
、
事
業
者
側
か
ら
は
、

現
在
市
町
村
単
位
で
許
可
が

出
さ
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
に
つ
い
て
、
県

で
統
一
し
た
許
可
に
し
て
欲

し
い
等
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
行
政
側
か
ら
﹁
家
庭

系
だ
け
で
は
な
く
事
業
系
の

一
般
廃
棄
物
の
協
業
化
も
行

っ
て
欲
し
い
﹂
と
廃
棄
物
事

業
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
前

向
き
な
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
山
梨
県
印
判
用
品
卸

商
工
業
協
同
組
合
︵
茂

手
木
寛
理
事
長
︶
は
六

月
十
八
日
・
十
九
日
の

両
日
、
甲
府
・
国
中
地
域

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
で

第
一
七
回
山
梨
ス
タ
ン

プ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
。

　
山
梨
ス
タ
ン
プ
フ
ェ

ア
は
、
地
場
産
業
で
あ

る
印
章
の
振
興
と
Ｐ
Ｒ

の
た
め
、
昭
和
六
十
年

六
月
に
石
和
町
内
の
ホ

テ
ル
で
第
一
回
を
開
催

し
、
昨
年
は
東
京
開
催

を
実
現
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
新
た
な
市
場
開
拓
も
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
県
内
外
か
ら
印
章
業
メ
ー
カ
ー
一
七
社
と
県

内
問
屋
七
社
が
出
展
し
、
印
材
・
ケ
ー
ス
・
印
判
用
品
の
展
示
販
売
、
彫

刻
機
・
印
刷
機
・
レ
ー
ザ
ー
等
業
界
の
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
機
器
の
展

示
や
甲
州
手
彫
り
印
章
の
実
演
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
今
回
は
、

二
十
年
ぶ
り
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た
関
東
印
章
業
組
合
連
合
会
山

梨
石
和
大
会
と
同
日
開
催
と
し
た
こ
と
か
ら
、
県
内
外
か
ら
業
界
関

係
者
ら
約
四
〇
〇
社
・
八
〇
〇
人
が
来
場
者
し
、
熱
心
に
品
定
め
や
契

約
を
行
っ
て
い
た
。

　
山
梨
の
印
章
は
、
過
去
甲
府
市
及
び
六
郷
町
を
中
心
に
全
国
の
生

産
量
の
四
〇
％
を
占
め
、
日
本
一
の
生
産
を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し
近

年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
商
取
引
・
行
政
で
の
押
印
の
廃

止
や
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
電
子
認
証
な
ど
社
会
経
済

の
変
化
に
よ
る
印
章
離
れ
、
少
子
化
・
デ
フ
レ
に
よ
る
市
場
の
縮
小
、

他
産
業
か
ら
の
参
入
に
よ
る
流
通
の

変
化
、
ま
た
、
産
地
内
で
は
後
継
者
不

足
や
経
営
者
の
高
齢
化
か
ら
の
技
術

の
伝
承
の
問
題
等
、
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で
、
少
し

で
も
多
く
元
気
な
小
売
店
を
つ
く
り
、

山
梨
の
印
章
業
界
の
活
性
化
を
図
り
、

組
合
員
の
生
き
残
り
の
た
め
、
全
国
で

初
め
て
の
組
合
主
催
の
フ
ェ
ア
と
し

て
、
販
路
拡
大
の
挑
戦
を
行
っ
て
い
る
。

県内外から業界関係者が訪れた

フェア会場風景

今年度事業が決議された通常総会

行政担当との意見交換
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委員会別提出議案
●委 員 長　小泉　正仁　山梨県民信用組合
●副委員長　大木　　政　甲府ハイヤー事業（協）
●副委員長　小田切常雄　山梨県木材（協）連合会

1.中小企業連携組織対策予算と中央会

指導体制の充実・強化

　中小企業対策を推進するうえで、中

小企業組合をはじめとする中小企業連

携組織の活用が極めて有効であること

から、中小企業が利用しやすいよう組

合制度の改善と整備をおこない、それ

らの支援を目的とした中小企業連携組

織対策の充実・強化並びに予算を確保

すること。

　さらに、中小企業連携組織支援の専

門機関である中央会を充分活用し、中

小企業対策に役割を果たせるよう策を

講ずること。

組織委員会
団体法・組合法・連携支援事業に関する事項

●委 員 長　渡辺　　彬　都留信用組合
●副委員長　石部　元章　下部商工相互（協）
●副委員長　今井　　進　甲府信用金庫

1.中小企業金融対策の充実
　中小企業の資金需要に応えるため、以

下の措置を講ずること。

（1）信用保証協会の基金補助金の大幅増額、

保証枠の拡大及び保証料の引き下げ

（2）政府系金融機関の行う低金利融資制

度（中小企業新事業活動促進法）活用

のための支援と低金利活用貸付限度

額の拡大、返済期間の延長、無担保・

無保証貸付制度の拡大

（3）リレーションシップバンキング機能

強化につながる、金融検査マニュア

ル運用上の弾力化・債務者区分の細

分化

2.高度化事業の貸付条件等の緩和
　高度化融資について、現行の金利の更

なる引き下げ及び既往貸付についても

金利の引き下げを望む。

金融委員会
中小企業金融に関する事項

●委 員 長　勝俣　明美　山梨県絹人繊織物（工組）
●副委員長　井上　勝次　山梨県山砕石事業（協）
●副委員長　小野　勝正　山梨県電気工事（工組）

1.消費税の制度改正について
　中小企業者の事務負担の軽減などの

目的で制度化された簡易課税及び事業

者免税点制度は、中小企業者の実情に

鑑み、引き続き存続を図ること。また、

消費税の各種届出書及び承認申請書の

提出期限の延長、法人税と同様確定申

告書の提出期限の延長の特例など、制

度の改正を図ること。

2.特別償却又は税額控除の対象資産の
拡大
　中小企業者に特例として設けられて

いる新品の機械及び装置等の取得又は

賃借に関する特別償却又は税額控除の

対象資産を、建物・建物附属設備・構築

物等に拡大すること。

税制委員会
中小企業税制に関する事項

●委 員 長　滝沢　　守　山梨県電気工事（工組）
●副委員長　松葉　　惇　（協）山梨県ジュエリー協会
●副委員長　飯田　章雄　（協）国母工業団地工業会

1.早期に実効性のある少子化対策を講
ずること
　現在、国では、次世代育成支援対策推

進法の基に、我が国における急速な少

子化の進行と家庭及び地域を取り巻く

環境の変化に対して、国、地方公共団体、

事業主及び国民に次世代育成支援対策

に関する行動計画の策定と推進を図っ

ているところであるが、推進にあたっ

ては、中小企業経営の負担増加となら

ないように配慮するとともに、行動計

画が実効あるものとなるような支援制

度の拡充・創設を望む。

2.外国人技能実習生については、厚生
年金保険の適用を除外すること。
3.高年齢者雇用安定法の改正に伴い、
中小企業が65歳までの雇用を実現
するための対策を講ずること。

労働委員会
労働に関する事項

●委 員 長　窪田　廣宣　（協）山梨県ジュエリー協会
●副委員長　山下　安廣　石和温泉旅館（協）
●副委員長　飯野　　巧　山梨県青果商業（協）

1.商業集積の活性化と個店対策の強化
（1）商店街等が設置した公共性の高い共同

施設（アーケード・駐車場・イベントホ
ール・ストリートファニチャー、防犯カ
メラ等、以下「共同施設等」という。）の
保守・修繕及び解体撤去に対する補助
制度を創設すること。

（2）共同施設等の借入金償還のために生じ
る所得（返済原資としての賦課金収入
と減価償却費との差額）への非課税措置、

同施設等への道路占有料の免除措置を
創設すること。

（3）商店街・共同店舗等の商業集積の活性
化と個店経営強化のための人的支援策（タ
ウンマネージャー・シニアアドバイザ
ー派遣制度、商人塾事業等）を強化する
こと。

（4）商店街空き店舗対策を拡充し、共同店
舗の空きスペースへの入居費（賃借料）
や改装費等の助成措置を創設すること。

商業委員会
商業に関する事項

●委 員 長　矢澤　雄兒　山梨県食品工業団地（協）
●副委員長　安藤　晴雄　上野原工業団地事業（協）
●副委員長　鈴木　和雄　山梨県菓子（工組）

1.「中小企業新事業活動促進法」の弾力
的運用と支援策の強化
　中小製造業が産業構造の変化に的確

に対応し、新分野進出、新商品開発など

を積極的に行うため、「中小企業新事業

活動促進法」の弾力的な運用を図ると

ともに、柔軟かつ機動的な措置が講じ

られるよう総合的な支援を更に強化す

ること。

2.官公需発注権の地方への委譲について
　官公需法は、国等が中小企業への受

注機会の増大を目的とし地域経済の活

性化、中小企業の経営基盤強化のため

の施策と位置づけられていることから、

地方支分部局等に発注権限のある契約

の限度額を上げること、併せて、発注権

を委譲するなどの積極的な措置を講ず

ること。

工業委員会
工業に関する事項

●委 員 長　武田　與光　山梨県味噌醤油工業（協）
●副委員長　中込　正明　山梨県型枠工事（協）
●副委員長　古屋　　昶　（協）山梨県総合環境クリーンセンター

1.廃棄物処理施設の適正設置の円滑化
　廃棄物の適正処理及び再資源化を推進
するには、排出者、処理事業者並びに行政
等が各自で責任をもった対応をしていく
ことが必要である。排出者は適切な情報開示、
処理事業者はそれに伴う的確な処理を行
うことが求められており、それらを確実に
行うには行政の協力が不可欠である。
　特に、近年課題になっている廃棄物処理
施設の設置については、廃棄物処理法に規

定されている許可基準に加え、各自治体が
設置する指導要領にも従う必要があり、厳
しい基準により設置することが困難な案
件が多く見られる。
　ついては、廃棄物処理施設の設置が円滑
に推進されるよう地域の実態に合った廃
棄物処理法の改正とともに、廃棄物処理法
で規定されている許可基準以上の条件は
緩和するよう各自治体に指導することを
要望する。

環境委員会
環境に関する事項

●委 員 長　内藤　悦次　甲西家具工業団地（協）
●副委員長　渡辺　　彬　都留信用組合
●副委員長　滝沢　　守　山梨県電気工事（工組）

1.景気対策の充実強化

　我が国の景気は、輸出や生産の伸び

に弱い動きがみられる中で、中小企業

の景況感については、地域・業種による

格差が生じ、景気回復が実感出来ない

状況が続いている。

　国においては、このような地域や中

小企業を活性化させるため、内需拡大

策を図るなどの適時・適切な景気対策

を実施するよう望むものである。

総合政策委員会
中小企業支援全般に関する事項

内藤委員長
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組合事務局 Hello!Hello!

甲府市廃棄物事業協同組合甲府市の南東部、
甲府市環境センター内に事務局がある
甲府市廃棄物事業協同組合。
甲府市の許可を受けて一般廃棄物の
収集運搬を行う業者で構成されている。
この組合の事務局を任されているのが、高野さんである。

創立／昭和58年9月10日

所在地／山梨県甲府市上町601-4

理事長／溝口　耕一

組合員数／22人　出資金／2,420千円　職員数／1人

TEL／055-243-4881　FAX／055-243-4881 Hello!

事務局員：高野きよ子さん

　  

組
合
の
活
動
は
？

　
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
及
び
再
生
品
化
等
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
引
越
や
片
付
け
か
ら
出
た
家

庭
ご
み
を
処
分
し
た
い
の
で
業
者
を
紹
介
し

て
く
れ
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
一
日
四
件
か

ら
五
件
あ
り
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
り
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
電
気
製
品
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　  

事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
 

　  

し
て
い
ま
す
か
？

　
事
務
局
に
は
私
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
の
で
、

市
民
や
事
業
者
か
ら
の
ご
み
処
理
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
か
ら
、
経
理
、
一
般
事

務
と
組
合
事
務
局
に
係
る
業
務
の
全
て
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　  

事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る

　  

こ
と
は
？

　
一
般
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
丁
寧

な
対
応
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。ま

た
、
事
務
局
が
留
守
に
な
ら
な
い
よ
う
、
銀
行

な
ど
の
用
事
も
事
務
所
に
来
る
前
に
済
ま
せ

て
、な
る
べ
く
事
務
所
に
い
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　  

事
務
局
で
困
っ
て
い
る

　  

こ
と
は
？

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
が
、今
の
と
こ
ろ
開
設
し
て

い
な
い
の
で
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、組
合
に
は
一
般
の
会
社
と
は
違
い
、

組
合
独
特
の
事
務
処
理
な
ど
が
あ
る
た
め
、戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、中
央
会
の
担
当
指

導
員
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、何
と
か
こ
な
し

て
い
ま
す
。

　  

趣
味
は
？

　
子
供
が
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入

っ
て
お
り
、
土
日
は
県
内
各
地
を
は
じ
め
、
時

に
は
県
外
ま
で
遠
征
す
る
の
で
そ
の
送
迎
の

た
め
、
自
由
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
供
の
活
躍
す
る
姿
を
み
る
の
が
楽
し
み
で

す
。

　  

組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
ご
み
の
収
集
運
搬
に
関
す
る
こ
と
な
ど
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
れ
ば
対
応
で
き
る
よ
う
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。家
庭

ご
み
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、是
非
私
ど
も

の
組
合
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

QQQQQQ

丁寧な対応に心がけています

Q

A

個人情報保護と従業員意識の
重要性について学ぶ 

平成17年度 第１回労働フォーラムを開催

　
山
梨
県
中
小
企
業
労
務
改
善
団
体

連
合
会
︵
大
宮
山
磐
会
長
︶
で
は
、
去

る
六
月
二
十
七
日
甲
府
市
飯
田
の

﹁
紫

玉
苑
﹂
に
お
い
て
平
成
十
七
年
度
通

常
総
会
を
行
い
、セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
講
演
会
の
開
催
を
は
じ
め
、十

一
月
に
開
催
す
る
活
力
あ
る
職
場
づ

く
り
推
進
運
動
山
梨
県
大
会
、
連
合

会
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
共
済
業

務
提
携
事
業
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
ト
ナ

ー
活
用
推
進
事
業
の
実
施
な
ど
に
つ

い
て
決
議
し
た
。ま
た
、育
児
・
介
護
・

看
護
休
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
就

業
規
則
作
成
・
整
備
事
業
に
つ
い
て

本
年
度
よ
り
山
梨
県
か
ら
新
た
に
委

託
を
受
け
て
実
施
し
、
専
門
家
の
派

遣
を
行
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。




総
会
終
了
後
に
は
、
有
限
会
社
ア

ド
ラ
ッ
ク
代
表
取
締
役
の
宇
佐
美
康

司
氏
を
講
師
に
招
き
、﹁
個
人
情
報
保

護
法
の
留
意
点
と
対
策
﹂
〜
無
駄
な

投
資
や
準
備
を
し
な
い
た
め
の
基
礎

知
識
〜
を
テ
ー
マ
と
し
て
第
一
回
の

労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。




フ
ォ
ー
ラ
ム
中
で
宇
佐
美
氏
は
、

社
内
で
も
特
に
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
機
会
の
多
い
総
務
や
人
事
労
務
担

当
者
の
育
成
が
重
要
で
あ
り
、
こ
う

し
た
担
当
者
を
中
心
と
し
た
体
制
づ

く
り
が
好
ま
し
い
。ま
た
、情
報
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
誓
約
書
を
社
員
一

人
一
人
に
書
か
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
情
報
に
対
す
る
意
識
を

高
め
さ
せ
る
な
ど
、
社
内
に
お
け
る

人
材
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

　
顧
客
か
ら
の
信
用
・
安
心
を
失
わ

な
い
た
め
に
も
、
是
非
会
社
に
帰
っ

て
検
討
し
て
欲
し
い
と
語
っ
た
。




労
改
連
で
は
、
こ
う
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
を
本
年
度
二
回
計

画
し
て
い
る
。

講師　宇佐美康司氏

会
場
に
は
会
員
協
議
会
か
ら
担
当
者
が

参
加
し
た

　　総会議事録の署名者について（その２） 

当組合では、このたび通常総会が開催され、役員の改選が行われました。その

結果、役員のほぼ全員が入れ替わることとなり、改選された者は全員その場で

就任を承諾しました。総会の議事録には、議長と出席した理事が署名することとな

っているようですが、今回の場合は、改選前の理事（旧理事）が署名することとなる

のでしょうか、それとも改選後の理事（新理事）が署名することとなるのでしょうか。

なお、当組合の定款には、役員の任期について「２年又は就任後において開催される

第２回目の通常総会の終結時までのいずれか短い期間」と規定されています。 

　貴組合の定款の役員任期の規定は、「就任後の２年」と「就任から就任後開催され

る第２回目の通常総会の終結時までの期間」のいずれか短い期間が役員の任期とな

るというものですから、第２回目の通常総会が就任後２年以内の時期に開催された

場合は、その総会の終結時で任期は終了し、２年を超える時期に開催された場合は、

就任から２年後の応答日をもって終了することとなります。

　したがって、貴組合の場合、この役員任期規定との関係から、その通常総会が就任

後「２年を超えた」時期に開催されたのか、「２年以内」の時期に開催されたのかによ

り、議事録への署名者が異なってきます。

　まず２年の就任期間を経過後に通常総会が開催された場合は、既に改選前の理事

（以下「旧理事」という。）の任期は終了していますが、残任義務規定（中小企業等協同

組合法第42条で商法第258条第１項を準用）によって後任の理事が就任するまで

引き続き理事としての権利義務を有することとなるので、署名義務があります。また、

通常総会において改選された理事（以下「新理事」という。）が議場において就任承諾

をした場合は直ちに就任の効果を生じることとなるので、新理事にも同時に署名義

務が生じることとなります。つまり、この場合は、新旧両理事が議事録に署名するこ

ととなります。 

　これに対して、旧理事が就任して２年が過ぎないうちに通常総会が開催された場

合は、旧理事の任期は、その通常総会が終結する時まで続くこととなりますので、新

理事はたとえ、議場で就任承諾をしても、その総会終結以後でないと就任の効果は

生じないこととなり、署名義務も生じず、旧理事のみが署名することとなります。

　なお、役員任期の定め方には、貴組合のような場合の他に「○年」という確定年の

定め方もありますが、この場合も総会開催時期、辞任届の有無、辞任届の内容等によ

り、総会議事録の署名者も異なってきます。 
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MEET THE 理事長

　今、経営者に求められる能力として適材適所の人員配置があげられます。しかしながら、
個々の能力【ジョブスキル（知識・技術・技能・資格等）とワークスキル】を的確にとらえ、そ
の能力を踏まえてバランス良く配置することは実際には難しい事です。そこで今回は測定
が難しいワークスキル（個人が潜在的に有している特異な能力）を、因子バランスとストレ
スの関係で分析することで、それぞれの人の強み・弱みを把握し、最適な人員編成を可能に
していくFFS理論を紹介します。

  FFS理論とは
　FFS（FiveFactors&Stress）理論とは、組織人事心理学者であり経済学博士、教育学博

士の小林惠智氏が提唱した理論体系です。1979年から米国国防機関の依頼で人事関連費

用（人件費・教育訓練費等）を押さえつつ、労働強化なしに組織生産性を上げる事を目的とし、

応用技術に転化可能な理論として研究委託され、その有効性を実証された応用心理学系の

実益的な因子分析理論です。

  最適チームを科学的に編成
　検証されたデータでは、無作為に集めたチームは、10名集めても約６名分のアウトプッ

トしか達成されませんでした。これに対しFFS理論で設計したチームでは、同質型人材を

集めた場合は６名で約９名分、異質な人材で補完関係が成立するチームを集めた場合は８

名で12名分のアウトプットを達成しました。

  個別特性を把握
　FFS理論では、５つの因子とストレスの強弱で個々人が固有に持つ個別的特性（本来は

個性の一部、以下個性）を数値化します。５つの因子とは、凝縮性・受容性・弁別性・拡散性・

保全性です。ここで因子と名付けたものは、個性を決定する源泉で、普通本人が意識するこ

とはありません。それを把握するには、現在はその人の表面に現れている行動パターンや、

本人が自覚している範囲での物事の感じ方・考え方などから、帰納的な分析を行います。

  FFS理論の3つの基本要素

　FFS理論は３つの基本要素で構成されています。　

　①個性の分析（人間の個別特性：個性分析論）
80項目の質問に回答することで、個人の思考行動特性(個性)を５つの因子で計量化

し、その人の強み・弱みを把握します。さらにストレス状態も数値化して、強みが発揮

されているかどうかを客観的にデータ化します。

　②個性の分類（個別的特性：個性の類型法）
５つの因子のバランスにより、個性を４つのタイプに分類することができます。それ

ぞれの個性が与えられたミッションに合致していれば、その人材は強みを存分に発揮

することができますが、合致していなければせっかくの強みを活かすことはできません。

また、これら４タイプの構成を把握することにより、組織のミッションに合致した

人材構成となっているかがわかります。

　③個性間関係性測定（個性間の関係性測定法）
チームの生産性を向上させるためには一人一人の強みを活かしきることが重要です。

最適なチーム編成では個々の強みが存分に発揮され、弱みは他のメンバーが補完する

ため、生産性が向上します。つまり、「１+１＝２以上」となりうる関係です。これに対し、

不適切なチーム編成では個々の能力を活かしきることができないどころか、強みが相

殺されることさえあります。

メンバーの計量化された個性を多変量解析することで、最適なチームか否かを判定

することができます。また、メンバーを入れ替えることで、目的にあった最適なチーム

を編成することもできます。

  FFS理論の活用
　現在、FFS理論を活用して組織の活性化を実現している企業が増えています。中小企業

にとって人材は最も重要な経営資源です。この重要な資源を効率的に使い、本人の能力を

最大限に引き出すFFS理論はこれから注目を集める理論といえます。

Studyroom

　
今
月
の「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
理
事
長
」は
、

山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
の
北
川
　

溥
理
事
長
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　
昭
和
三
十
七
年
に
現
在
の
会
社
を
立
ち
上
げ
、

最
初
は
個
人
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
高

度
成
長
期
を
迎
え
ビ
ル
の
進
化
や
ゴ
ミ
問
題
を
始

め
と
し
た
環
境
問
題
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、業
務
の
細
分
化
な
ど
個
人
で
は
限
界
が
あ
り
、

昭
和
四
十
八
年
に
個
人
か
ら
株
式
会
社
へ
移
行
し

今
年
で
三
十
二
期
目
に
な
り
ま
す
。

●
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
に
つ
い
て

　
最
初
の
頃
は
、二
十
四
時
間
、
三
六
五
日
は
当
た

り
前
で
、
休
む
暇
も
な
く
働
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん

こ
の
仕
事
は
、
最
終
段
階
仕
上
が
り
が
重
要
で
、
期

日
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

仕
上
が
り
の
状
況
な
ど
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
感
謝
さ
れ
た
時
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

●
組
合
活
動
及
び
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
に
つ
い
て

　
こ
の
業
界
は
、
組
合
自
体
が
じ
り
貧
に
な
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
低

価
格
制
度
な
ど
社
会
状
況
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一

つ
に
と
っ
て
み
て
も
習
得
し
て
活
用
で
き
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
一
時
組
合
を
脱
退
す
る
組
合
員
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
組
合
員
全
員
が
理
事
で
あ
る
と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
総
会
で

前
任
か
ら
理
事
長
を
引
き
継
い
だ
ば
か
り
で
す
が
、

今
後
積
極
的
に
推
進
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
趣
味
、余
暇
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

　
特
に
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
あ
る
休

み
は
家
族
で
温
泉
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。ま
た
、あ

ま
り
仕
事
は
休
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
社
長
自
ら
が
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い

な
け
れ
ば
人
︵
社
員
︶
は
動
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
は
ゴ
ル
フ
は
昔
か
ら
一
切
や
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
ゴ
ル
フ
が
ブ
ー
ム

だ
っ
た
頃
に
は
よ
く
知
人
か
ら
珍
し
が
ら
れ
ま
し

た︵
笑
︶。

●
座
右
の
銘
に
つ
い
て

　
﹃
継
続
は
力
な
り
﹄
で
す
。
こ
の
言
葉
が
好
き
で

会
社
を
立
ち
上
げ
た
と
き
か
ら
心
に
言
い
聞
か
せ

て
い
ま
す
。

山梨県ビルメンテナンス協同組合　
〒400-0034　甲府市宝1-21-20山梨県農業共済会館2階　
TEL055-226-0766　FAX055-226-9066

山梨県ビルメンテナンス協同組合

理事長　北川　溥
会
社
前
に
て

FFS理論

最適チーム編成で最適チーム編成で
業績アップ

【Bコース】2泊3日

1名につき92，000円

第57回中小企業全国大会第57回中小企業全国大会
本年度は北の大地札幌にて、「北の大地で誓おう フロンティア精神
組織の力」をスローガンに開催されます！

開催日時　平成17年9月15日（木）午前10時～午後1時

開催場所　札幌ドーム

参加期間　sAコース…3泊4日　平成17年9月12日（月）～15日（木）
　　　　　sBコース…2泊3日　平成17年9月13日（火）～15日（木）

●大勢の方の参加をお待ちしております。　詳細は…中央会 小林まで

●主催　全国中小企業団体中央会・北海道中小企業団体中央会

コース
加料金

9/12（月）

9/13（火）

9/14（水）

9/15（木）

甲府（発7：30）→羽田空港→中標津空港→
知床岬→ウトロ温泉（泊）

摩周湖→川湯相撲記念館→硫黄山→博物
館網走監獄→能取湖→温根湯温泉（泊）

層雲峡→上川アイスパビリオン→札幌市
内見学→札幌市内（泊）

全国大会参加→新千歳空港→羽田空港→
甲府（着21：30）

甲府（発7：30）→羽田空港→中標津空港→
摩周湖→温根湯温泉（泊）

層雲峡→上川アイスパビリオン→札幌市
内見学→札幌市内（泊）

全国大会参加→新千歳空港→羽田空港→
甲府（着21：30）

【Aコース】3泊4日

1名につき115，000円
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

job support

職
場
の
人
間
関
係
は
基
本
な
の
だ
が
‥
‥

■

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
を
訪
れ
る
求
職
者
の
退
職
若
し
く
は
退
職

希
望
理
由
が
、自
己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
は
な

く
、人
間
関
係
を
挙
げ
る
ケ
ー
ス
が
気
に
か
か
る
。そ
れ
は
上
司
と

の
軋
轢
や
同
僚
か
ら
の
イ
ジ
メ
や
嫌
が
ら
せ
の
類
で
あ
る
。求
職
者

本
人
に
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
と
見
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

実
際
に
職
場
内
に
問
題
が
あ
り
、そ
れ
が
採
用
者
の
転
職
に
つ
な
が

る
と
し
た
ら
会
社
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

■

以
下
は
、
求
職
者
本
人
た
ち
の
言
い
分
な
の
で
、
割
り
引
い
て

考
え
る
に
し
て
も
、耳
を
疑
う
よ
う
な
訴
え
も
あ
っ
た
。◇
A
さ
ん

︰
︰
採
用
さ
れ
た
事
務
所
は
数
人
の
事
務
員
が
お
り
、そ
の
う
ち
の

一
人︵
同
年
輩
だ
が
勤
務
年
数
は
長
い
。︶が
、A
さ
ん
に
嫌
が
ら
せ

を
行
っ
て
き
た
。誤
っ
た
事
務
処
理
を
教
え
ら
れ
、そ
の
責
任
を
執

拗
に
責
め
ら
れ
上
司
に
告
げ
口
を
繰
り
返
え
さ
れ
た
。周
囲
の
社
員

は
上
司
に
実
態
を
報
告
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。眠
れ
な
い
日
が
続

き
勤
務
が
憂
鬱
に
な
っ
た
。悩
ん
だ
末
、転
職
を
決
断
し
た
。◇
B
さ

ん
︰
︰
複
数
の
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
ば
か
り
の
職
場
で
あ
っ

た
。リ
ー
ダ
ー
役
の
正
社
員
の
指
示
に
従
っ
て
製
造
し
た
と
こ
ろ
多

量
の
不
良
に
つ
な
が
っ
た
。そ
の
間
、正
社
員
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
見

て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。不
良
の
責
任
を
と
る
形
で
退
職
し
た
。◇
C

さ
ん
︰
︰
担
当
者
が
高
齢
化
し
た
と
の
理
由
で
採
用
さ
れ
た
。し
か

し
、引
き
継
ぎ
を
い
く
ら
催
促
し
て
も
引
継
ぎ
は
行
わ
れ
ず
、結
果

と
し
て
専
門
外
の
部
署
に
配
置
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。そ
の
た

め
退
職
に
い
た
っ
た
。

■

企
業
の
求
人
を
見
て
い
る
と
、期
間
を
置
い
て
同
じ
会
社
か
ら

同
じ
職
種
で
募
集
が
か
か
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。求
職
者
側
は

目
ざ
と
く
見
つ
け
て
、実
情
が
分
か
ら
な
い
の
で
、企
業
か
職
場
に

何
か
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
で
は
企
業
に

と
っ
て
も
求
職
者
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
だ
。

■

企
業
経
営
者
か
ら
は
、
最
近
の
求
職
者
は
根
気
が
な
い
、
長
続

き
し
な
い
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。し
か
し
現
象
だ
け
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、自
分
の
目
で
現
場
の
実
態
を
知
る
こ
と
も
大
事
。退
職

が
特
定
の
部
署
に
偏
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、特
定
の
上
司
の
下
に

集
中
し
て
い
な
い
か
。そ
ん
な
観
点
か
ら
退
職
状
況
を
み
る
こ
と
も

必
要
だ
。毎日うだるような暑い日が続い

ております。「暑い～暑い～」と思
えば余計に暑くなるものですね。
今年はどんな記録が出てしまう
んでしょう～か！？
我々タイムズ編集班も、読者の皆
様方によりよい情報を提供する
ため、心あつく日々頑張っています。
ご意見・ご要望は　中央会タイム
ズ編集班まで
TEL　055-237-3215　　
FAX　055-237-3216　　
E-mail　webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記

　
中
央
会
は
、
六
月
二
十
九
日
山
梨
県
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
中
小
企

業
情
報
委
員
会
議
を
開
き
、
平
成
十
七
年
度
の
県
内
景
況
調
査
を
行
う
委

員
五
〇
名
を
委
嘱
し
た
。

情
報
委
員
委
嘱
式
を
開
催

情
報
委
員
委
嘱
式
を
開
催

　
委
嘱
さ
れ
た
情
報
委
員
︵
製
造
業
二
〇
名
、

非
製
造
業
三
〇
名
︶
は
、
毎
月
業
界
の
動

向
や
問
題
点
、
要
望
等
を
中
央
会
へ
報
告
。

中
央
会
で
は
、
委
員
の
結
果
報
告
を
基
に

県
内
景
況
を
取
り
ま
と
め
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
へ
報
告
し
、
全
国
レ
ベ
ル
の

景
気
動
向
の
資
料
と
な
る
。

　
な
お
、
山
梨
県
の
集
計
分
に
つ
い
て
は

毎
月
報
道
機
関
等
に
発
表
、
中
小
企
業
タ

イ
ム
ズ
に
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

　
情
報
委
員
は
次
の
と
お
り
。
︵
敬
称
略
︶

■
食
品
製
造
業

◇
山
梨
県
食
品
工
業
団
地︵
協)

坂
本
義
博

◇
山
梨
県
製
麺︵
協)

篠
原
憲
造

◇
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造︵
協)

望
月
　
太

◇
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

鈴
木
和
雄

■
繊
維
・
同
製
品
製
造
業

◇
西
桂
織
物
工
業︵
協)

槙
田
則
夫

◇
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ
工
業
組
合



川
手
正
紀

◇
山
梨
県
ニ
ッ
ト
工
業
組
合

青
柳
好
文

■
木
材
木
製
品
製
造

◇
山
梨
県
木
材︵
協)

連
合
会

深
澤
寿
郎

◇
甲
西
家
具
工
業
団
地︵
協)

内
藤
悦
次

■
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業

◇
市
川
和
紙
工
業︵
協)

今
村
力
男

■
印
刷
業

◇
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

笠
井
健
夫

■
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

◇
山
梨
県
砂
利︵
協)

飯
田
敏
夫

◇
山
梨
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト︵
協)

小
林
正
敏

■
鉄
鋼
・
金
属
製
品
製
造
業

◇
韮
崎
機
械
金
属
工
業︵
協
︶

保
坂
雄
飛
治

◇
山
梨
県
鍍
金
工
業
組
合

田
代
政
明

◇
山
梨
報
徳
機
工︵
協)

新
藤
　
進

■
一
般
機
器
製
造
業

◇
都
留
機
械
金
属
工
業︵
協)

藤
江
厚
夫

■
電
気
機
器
製
造
業

◇
上
野
原
工
業
団
地
事
業︵
協)

安
藤
晴
雄

■
貴
金
属
・
宝
飾
製
造
品

◇
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業︵
協)



小
田
切
富
男

◇
山
梨
県
貴
金
属
工
芸︵
協)

望
月
一
彦

■
卸
売
業

◇︵
協
︶山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー

内
藤
栄
造

◇
連
雀
事
業︵
協
︶

野
沢
昭
弘

◇︵
協)

山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

松
葉
惇

■
小
売
業

◇
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
事
業︵
協)



萱
沼
秀
教

◇
山
梨
県
水
産
物
商
業︵
協)

浅
尾
眞
一

◇
山
梨
県
青
果
商
業︵
協)

飯
野
　
巧

◇
山
梨
県
食
肉
事
業︵
協)

連
合
会



斉
藤
義
一

◇
山
梨
県
電
機
商
業
組
合

梶
原
　
修

◇
山
梨
協
豊
事
業︵
協)

高
原
　
健

◇
山
梨
県
石
油︵
協)

菅
原
五
男

■
商
店
街

◇
大
月
商
店
街︵
協)
小
俣
　
孝

◇
銀
座
通
り
商
店
街︵
協)
長
坂
善
雄

■
サ
ー
ビ
ス
業

◇
山
梨
県
宅
建
事
業︵
協)

青
柳
健
一

◇
石
和
温
泉
旅
館︵
協)

加
藤
芳
宏

◇
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館︵
協)

伴
野
公
亮

◇
河
口
湖
観
光
旅
館︵
協)

井
出
常
済

◇︵
協)

山
梨
県
総
合
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー



古
屋
　
昶

◇
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

深
澤
　
仁

◇
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合



斉
木
重
夫

◇
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス︵
協)



辻
美
子
男

■
建
設
業

◇
山
梨
県
建
設
業︵
協)

川
手
幸
彦

◇
山
梨
県
中
小
建
設
業︵
協)

高
野
愛
治
郎

◇
山
梨
県
型
枠
工
事︵
協)

中
込
正
明

◇︵
協)

山
梨
県
鉄
構
工
業
会

中
込
壹
幸

◇
甲
府
市
管
工
事︵
協)

霜
村
　
藤

◇
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合

井
出
　
隆

■
運
輸
業

◇
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業︵
協)

大
木
　
政

◇
山
梨
県
バ
ス
事
業︵
協)

大
木
俊
隆

◇
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業︵
協)



伊
藤
醇
一
郎

■
介
護
事
業

◇︵
協)

山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス

海
野
一
幸

レディース中央会
　　　　　愛知に集う

平成17年度

  通常総会を開催
中央会女性部会（深沢紗世子会長）は、平成17年７

月13日、中巨摩郡昭和町「アピオ」において平成17

年度の通常総会を開催した。

　宮川中央会会長が「広い視野を持ち情報交換や

交流を積極的に行うことが、個人の資質向上に繋

がる。また、女性の元気な笑顔は、経営に活力を生む。」

とエールを送った。来賓として、山梨県商工労働部

古明地博美次長があいさつを行った。

　昨年度の事業報告や今年度の事業計画等が決定

された。新規事業として、会員の事業紹介をはじめ

同じ立場の女性同士の情報交換や情報発信を活発

に行うための場として女性部のホームページを開

設するほか、昨年に引き続き女性部「県大会」を来

年２月14日に開催することを決定した。

また、今年度は中央会の50周年記念事業に積極的に参加協力するほか、役員

一同、中小企業経営に女性の力がより一層発揮できるよう女性部会の事業の

充実と拡大強化を誓った。

　総会終了後、ティーパーティーが行われ会員相互の親睦を図った。

　モノづくりの街、愛知県名古屋市において、７月５日組合関係女性経営者

等全国講習会が開催された。本県を含め24都道府県から約300名の女性経営者、

経営者夫人、組合の女性役職員が参加した。

　基調講演では、『前向き人生一直線〜華やかに、したたかに〜』と題し、㈱よ

し川　吉川幸枝代表取締役社長が講師となり、「歩く100億円」の異名を持つ数々

の大きな宝石を身につけ会場に登場するや参加者達の視線を釘付けにした。

　吉川社長は、「ジュエリーは、すべて舞台衣装。仕事以外はいっさい身に付

けない。グロテスクになるほど付けるのは、お客様に楽しんでいただきたい

だけ」というサービス精神からであった。「真面目・忍耐・努力に勝る才能はな

い！」「成功に早道・近道・要領よくの

近道はない」と言い切った。

　続いて、「21世紀は女性の時代到来」

をテーマにパネルトークが開かれ、当

部会深沢紗世子会長がパネラーを務

めた。「少子高齢化に伴い女性の社会

環境への支援はますます重要視され

て行くが、女性自身も甘えず仕事への

責任を果たすことが大切である。」「前

向きに信念を持って」等の活発な意見

交換が行われた。

　
中
央
会
は
、
六
月
二
十
九
日
山
梨
県
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
中
小
企

業
情
報
委
員
会
議
を
開
き
、
平
成
十
七
年
度
の
県
内
景
況
調
査
を
行
う
委

員
五
〇
名
を
委
嘱
し
た
。

あいさつする深沢会長

深沢会長がパネラーを務めた
（向かって右から３人目）
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情報BOX

育児休業取得者が、育児休業終了後、原職等に復帰する旨の取扱いを就業規則等に規定し、休業取得者の代替要員を確保し、かつ、
休業取得者を原職等に復帰させた事業主に支給します。

(1)原職等復帰について、平成12年４月１日以降新たに就業規則等に規定
した事業主の場合

(2)原職等復帰について、平成12年３月31日までに既に就業規則等に規定
している事業主の場合

育児休業代替要員確保等助成金

40万円［30万円］※

対象労働者１人当り

①最初に要件を満たした育児
　休業取得者（対象労働者）が
　生じた場合

10万円

②２人目以降の対象労働者が
　生じた場合
　　最初に対象労働者が生じ
　　た日の翌日から３年間、
　　①と合わせて事業所当た
　　り１年度20人まで

中小企業 50万円［40万円］※

大企業

中小企業

大企業

15万円

※［　］内の金額は、常時雇用する労働者が300人以下で、一般事業主行動計画の策定・届出
が無い場合の金額です。

対象労働者１人当り

10万円

中小企業

大企業

15万円対象労働者が生じた場合
平成12年４月１日以降対象労働者が生
じた日の翌日以降３年間、１事業所当た
り１年度20人まで

作品
募集

第50回記念山梨県勤労者美術展への募集について
勤労者の芸術文化の向上と余暇の活用を図るため、次の要領により勤労者美術展を開催しますので、
奮ってご応募下さい。

●作品の出展申込み

　第50回記念山梨県勤労者美術展出品申込書に記入のうえ、10月3日まで
に作品とは別に申込書を山梨県庁労政雇用課労働福祉担当（甲府市丸の内1
－6－1　FAX055-223-1564）までファクシミリ、郵便にてご送付下さい。
　「やまなし申請・予約ポータルサイト」
（https://www.ycma.jp/info/res/top/PrtlRTopMenu.do)からでも申
込みできます。このサイトから申込をされた方は、労政雇用課HPから申込
書をプリントし、作品に貼り付けて下さい。

 
●作品の受付

　平成17年10月7日（金）　
　　午後1時～午後9時s青少年センターリバース和戸館
　　午前9時～午後6時s峡南地域振興局、峡北地域振興局、
　　　　　　　　　　 　富士北麓・東部地域振興局

●審査

　平成17年10月11日（火）　午後1時30分から　
　青少年センターリバース和戸館

●会期・展示会場

　平成17年10月12日（水）～16日（日）
　　開館s午前9時30分～午後5時（入館締切は4時30分）
　　　　　※12日（水）午後1時から、16日（日）は午後3時までとなっています。
　　　　　県民美術館県民ギャラリーＡ・Ｂ
　　　　　（甲府市貢川1－4－17　Tel,055-228-3322）

●公募規定

　１公 募 資 格 次のいずれかに該当する方で、アマチュアに限ります。
 　①県内に居住している勤労者
 　②県内の民間事業所又は官公署に勤務している勤労者
 　　※事業経営者、家事従事者は対象になりません。
　２応 募 種 目 絵画s日本画、油彩、水彩、版画、パス類
　 書道s漢字、かな、調和体、篆刻、刻字
 写真s白黒、カラー、組写真
　３作品の規格 絵画s50号以内
 書道s縦横自由　3尺×6尺以内
 写真s4ッ切から全紙（額縁又はパネル張り）で単写真・組
　　　　　　　　　　　 写真（3枚以内）
　４応 募 点 数 絵画・書道s１点　
 写真s2点以内（組写真［3枚以内］は1人1点のみ、単写真と
　　　　　　　　　　　 併せて出品可）

●問い合わせ先
　（財）21世紀職業財団　山梨事業所
　Tel.055-236-5271

センターでバザール!
お問い合せ先　協同組合山梨県流通センター　
　　　　　　　中巨摩郡田富町流通団地 
　　　　　　　事務局 Tel.055－273－4711

日時 イベント平成17年9月10日（土） 
午前9時～午後4時30分

場所
流通会館・流通公園・
流通会館周辺道路・住宅展示場

バザールコーナー（組合員等による出店）
　日用品雑貨・家庭用品・紳士服・靴・スニーカー・パン・和洋菓子・バック・煮貝・靴下・
　肌着・文具製品・傘・帽子・子供服・アクセサリー等　多数

大ビンゴ大会　豪華景品多数

働く車大集合
　パトカー・白バイ・消防車・ポンプ車・救急車・シートベルト体験車・メガクルーザー・
　シュミレーター車・ショベルカー・クレーン車

来てネ
来てネ!
来てネ!

出展企業募集中！
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ご案内
研修会開催＆組合用パンフレットが作れます！

助成対象組合を募集!!

●平成17年度

男女共同参画推進のための「トップセミナー」

①組合研究集会　組合で実施する研修会を助成！

②モデル組合　教育情報提供事業、組合のパンフレット

　小企業者組合が組織強化、運営の向上や組合員事業の発展向上や経営の近代化などを目的とし
て行う研修会に要する経費を対象として

　s謝金など経費の2／3（上限70,000円）の助成を行います。
　s対象5組合

　小企業者組合が行う教育情報提供事業に要する経費と成果普及事業（パンフレット作成等）に
要する経費を指定モデル組合に助成します。

　s経費の2／3（上限160,000円）の助成を行います。
　s対象2組合（選考会あり）

※なお、②モデル組合事業の募集については、8月末日までとさせていただきます。

●詳しくは中央会の組合担当者又は連携推進課まで

■小企業者組合とは・・・？
　企業組合又は、事業協同組合、商工組合及び商店街振興組合であって、構成員の４分の３以上が小企業者
（常時使用する従業員の数が５人（商業・サービス業は２人）以下の会社及び個人）で組織される組合です。

日時　平成17年9月9日（金）　午後1時30分～午後3時30分（受付は午後1時～）
場所　山梨県自治会館　講堂　（甲府市蓬沢1-15-35）駐車場あります
対象　どなたでも参加できます。
申込　申込書に必要事項を記入し、8月31日（水）までに下記へお申し込みください。
　　　（当日参加も可能です）

組織活性化の鍵は“多様性（ダイバーシティ）”
s講師　渡辺善子さん　日本ＩＢＭ（株）理事

講 演

●申込・問い合わせ先

　山梨県男女共同参画課　TEL055-223-1358　FAX055-223-1335　〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1

主催：山梨県　共催：山梨労働局、山梨県市長会、山梨県町村会、山梨県中小企業団体中央会、山梨県商工会連合会、山梨県商工会
議所連合会、山梨県経営者協会、（財）21世紀職業財団山梨事務所


